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http://srnw.or.jp  

e-mail  yabiumi@gmail.com 

理事長 藤藪庸一 

郵便振替 00920－6－85589 口座名：白浜レスキューネットワーク 

紀陽銀行白浜支店普通預金 589389 口座名：NPO特定非営利活動法人 

                   白浜レスキューネットワーク 

自殺者救済活動 

12 月 1 日～12 月 31 日 

電話件数 252 件 

メール相談 4 人(男性 3 名、女性 1 名) 

保護件数 4 件(男性 3 名、女性 1 名) 

帰宅件数 3 件(男性 1 名、女性 2 名) 

○3 日、先月 29 日から相談に乗っている男性

を保護し、共同生活に受け入れた。借りている

アパートの名前を誤魔化し、とにかく嘘が多い

人だった。クリスマスを前の 16 日、仕事先の

詰め所に寝泊まりさせてもらう方向で出て行

くことになった。 

○4 日、7 年前に保護し、数日後、職場に復帰

して頑張っていた男性が訪ねてきてくれた。現

在結婚し、順調に暮らしているということだっ

たが、少し疲れたので会いに来たと明かしてく

れた。いつでも相談に乗るよと再確認できた。 

○12 日、男性を保護。仕事が続かず、自暴自棄

になった。なぜ続かないのか。自分の課題は何

か。ゆっくり感がる時間を持った。それから 1

週間、駐車場の草引きを任せ、仕事の仕方を見

ながら、課題を探った。年末年始は、このまま

いく。 

○11 月 21 日から保護していた女性は、15 日に

帰ることになった。 

○19 日、警察からの依頼で男性を保護。共同生

活をつづけながら、社会復帰を目指すことにし

た。 

○30 日、女性を保護。 

 

生活自立支援活動  

12 月 1 日～12 月 31 日 

 滞在者数 18 人(男性 14 人、女性 4 人) 

○10 月に保護した 80 代女性は、教会での初め

てのクリスマスに、盛大なもちつき、そしてお

せち料理づくりと、日ごろの悩みから解放され

た数日を過ごしたようだ。 

○10 月から滞在している 20 代男性は、子供た

ちに好かれ、コペルくんでは人気者になった。

高校を卒業していないこともあり、勉強して高

校を卒業したいという気持ちが出て来た。 

○コンビニとまちなかキッチンで働く 20 代女

性は、事務的な仕事ではかなり正確な仕事をし、

信頼できる。NPO の事務的な仕事をも手伝う

ようになった。 

○デイサービスに週 3 回行き、ヘルパーがほぼ

毎日入っている 80 歳の男性は、一時期の体調

不良が嘘のように、元気に毎日を過ごしている。

デイサービスでの出来事を食事の時などに楽

しそうに話してくれている。 

○バスの運転手の仕事が取り消しになった男

性は、過去の清算をするため、税金の滞納やロ

ーンの返済など、洗いざらい調べ、返済の手続

きをとった。二度と就職したにもかかわらず、

取り消されることがないようにと話した。 

○糖尿病を患っている男性は、工場勤務の仕事

を探し続けているが、今月も就職できなかった。

白浜でみんなの役に立って、生きていく道もあ

ると話した。 

○10 月 17 日にアパートへ引っ越した男性は、

アパートへ移ってからも、まちなかキッチンで

働いた給料を引き続き貯金している。何歳まで

働けるか真剣に考えて、今できることを選んで

いるようだ。 

○まちなかキッチンとホテルでの仕事を両立

させたいと思っていた男性は、接客業がしたい

と考えている。飲食店でも構わないと、面接に

行ったが不採用だった。 
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○言葉に気を付けている男性は、年末に自宅に

帰り、部屋の掃除や庭の掃除をしたそうだ。父

親から良い意味で変わったなと言われたと報

告を受けた。 

○共同生活に加わって一年経つ女性は、総菜部

門で調理を任されて 5 か月が過ぎた。 

○７月後半から共同生活に加わっている男性

は、まちなかキッチンの配達業務、買い出しな

どで、忠実に働いている。連絡をとるための携

帯電話を購入した。 

○8 月 5 日に保護した一人の男性は、職場の寮

に引越し生活していたが、給料日を迎えた次の

日から行方が分からないと連絡が入った。やは

り、住むところが見つかっても、しばらくは引

越しをさせず見守る方が良かった。行政でかか

わってくれた担当者にも、報告をし、早期のア

パートや寮への自立は避けた方がいいと話し

た。 

○5 月から滞在している男性は、脳神経外科を

受診。とにかく動いて、筋力を回復していくし

かないと励ましている。 

○心筋梗塞で入院している男性は、手術も無事

に成功し、退院目指して頑張っている。行政的

な援助も受けられるように手続きを始めた。 

 

自殺予防活動  

・相談電話 

 4日、11日、18日、25日に行なった。今月も1

人の相談員が休まず電話相談にあたった。 

 

・フードバンク、フードドライブ 

 地域のグルメシティ各店から食材の提供を

受ける。 

 ２組の方に、二週間分の食糧支援を行う。 

 

・はじめ人間自然塾 

 

 

60キロのお餅をつきあげた。 

 

・ＣＳコペルくん 

 クリスマス会を行った。 

 
リースつくりの様子 

 

・キャロリング 

 
老人ホームやデイサービス、4カ所まわらせて

頂いた。 

 

・大阪のフリースクールを視察に行った。 

16日、大阪のフリースクールと通信制高校を視

察した。 

 

・関西学院大学で講演 

毎年呼んで頂いている。感謝。 


